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発

刊

に

あ

た

富
山
県
の
最
西
部
、
石
川
県
金
沢
市
と
の
境
に
位
置
す
る
医
王
山
は
、
古
く
よ
り
泰
澄
開
山
の
山
と
し
て
人
々
に
崇

め
ら
れ
て
き
た
霊
山
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
往
古
四
十
八
か
寺
三
千
坊
が
あ
り
、
山
岳
宗
教
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
と

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
は
、
そ
の
様
態
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

瑞
泉
寺
記
録
『
闘
評
記
』
に
よ
れ
ば
、
文
明
十
三
年
(
-
四
八
一
）
春
の
田
屋
川
原
の
戦
い
に
石
黒
右
近
光
義
と
育

王
仙
惣
海
寺
衆
徒
は
、
井
波
瑞
泉
寺
一
向
衆
徒
、
そ
れ
を
助
け
る
加
賀
湯
涌
谷
衆
に
よ
っ
て
敗
れ
、
医
王
山
全
堂
宇
が

焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
今
ま
で
医
王
山
中
に
は
そ
れ
ら
し
き
寺
跡
や
そ
れ
に
類
す

る
確
か
な
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
医
王
山
麓
に
は
「
寺
跡
」
と
お
ぽ
し
き
地
名
が
随
所
に
あ

さ
ん

る
こ
と
、
三
千
坊
出
土
の
須
恵
器
の
杯
や
、
グ
ン
ド
原
で
拾
わ
れ
た
盤
な
ど
が
、
わ
ず
か
に
そ
の
痕
跡
を
留
め
て
い
ま

今
回
行
な
わ
れ
た
こ
の
調
査
事
業
は
、
町
民
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
我
々
の
心

の
故
郷
再
発
見
と
も
言
う
べ
き
医
王
山
山
岳
宗
教
の
解
明
、
ま
た
人
々
が
山
か
ら
受
け
る
恩
恵
の
数
々
、
そ
こ
か
ら
派

生
す
る
文
化
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
町
の
よ
う
な
規
模
の
自
治
体
で
は
、
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
稀
な

学
術
的
総
合
調
査
事
業
で
あ
り
ま
す
。

調
査
に
際
し
ま
し
て
は
、
松
村
栄
吉
委
員
長
を
始
め
、

町
内
外
二
ニ
名
の
委
員
が
精
力
的
な
調
査
活
動
を
推
し
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
労
苦
に
対
し
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
提
供
者
や
関
係
各
地
区
の
皆
様
方
、

石
川
県
教
育
委
員
会
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
、
並
び
に
富
山
県
教
育
委
員
会
、
そ
の
他
各
関
係
機
関
各
位
に
も
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、
原
稿
を
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
方
々
、
編
集
の
労
苦
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
こ
の
報
告
書
が
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
、
医
王
山
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
学
術
的
に
は
山
岳
宗
教

研
究
の
一

助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

す。 つ

平
成
五
年
三
月

て

福
光
町
長

桃

野

忠

義





福
光
町
民
の
医
王
山
に
対
す
る
熱
い
想
い
が
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
医

王
山
文
化
調
査
事
業
に
ふ
み
き
ら
せ
た
。
そ
し
て
平
成
二
年
度
よ
り
四
年
度
に
わ
た
る
三

か
年
の
調
査
事
業
を
石
川
県
教
育
委
員
会
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
、
富
山
県
教
育
委
員
会

の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
調
査
で
得
た
成
果
の
報
告
書
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
事
業
の
主
眼
点
は
四
十
八
か
寺
三
千
坊
伝
承
で
代
表
さ
れ
る
医
王
山
山
岳

宗
教
の
解
明
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
文
化
を
探
っ
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

医
王
山
山
岳
宗
教
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
古
文
書
類
や
石
造
物
な
ど

も
皆
無
の
状
態
で
あ
り
、
医
王
山
全
体
の
調
査
と
な
る
と
範
囲
も
広
く
、
当
初
よ
り
不
安

視
さ
れ
て
い
た
が
、
幸
い
に
も
県
内
外
、
各
界
の
学
識
経
験
豊
富
な
方
々
の
御
指
導
を
得

て
平
成
二
年
五
月
二
十
六
日
、
第
一
回
医
王
山
文
化
調
査
委
員
会
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、

調
査
委
員
二
二
名
が
選
任
さ
れ
、
考
古
学
部
会
、
史
学

・
民
俗
学
部
会
の
二
部
会
が
結
成

さ
れ
た
。
後
に
調
査
協
力
員
の
方
々
の
御
参
加
を
得
て
調
査
に
厚
み
が
加
わ
っ
た
。

考
古
学
部
会
で
は
医
王
山
の
遺
跡
分
布
調
査
や
発
掘
調
査
並
び
に
関
連
遺
跡
の
測
量
調

査
に
全
力
を
傾
け
、
香
城
寺
惣
堂
跡
か
ら
珠
洲
の
壺
や
九
世
紀
の
土
器
出
土
が
続
き
、
第

一
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
平
成
三
年
度
の
福
光
町
一

0
大
ニ
ュ
ー
ス
の
五
位
に
、
香
城
寺

惣
堂
遺
跡
発
掘
が
ラ
ン
ク
さ
れ
る
と
い
う
町
民
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
高
い
関
心
が
示
さ

れ
た
。
第
二
の
ピ
ー
ク
は
元
若
宮
跡
か
ら
鳥
形
金
銅
製
品
の
発
掘
で
あ
る
。
本
文
中
に
詳

し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
製
作
と
の
鑑
定
を
得
て
、
俄
然
色
め
き
た
っ
た
、

と
い
う
の
は
、
本
調
査
で
唯
一
権
威
の
あ
る
古
文
書
「
関
東
下
知
状
」
柿
谷
寺
と
関
連
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

現
在
各
地
で
発
掘
調
査
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
殆
ん
ど
は
開
発
事
業

に
関
わ
る
緊
急
発
掘
調
査
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
調
査
は
む
し
ろ
保
存
調
査
で
あ
り

総
合
学
術
調
査
で
あ
る
。
し
か
も
一
自
治
体
の
学
術
調
査
で
、
調
査
年
限
や
経
費
に
制
約

は

じ

め

に

医
王
山
文
化
調
査
委
員
長

松

村

栄

吉

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心
に
調
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意

は
史
学

・
民
俗
学
と
の
す
り
合
わ
せ
の
た
め
の
研
修
会
や
、
山
岳
寺
院
発
掘
者
を
迎
え
て

の
研
修
会
な
ど
、
多
忙
の
調
査
時
間
を
さ
い
て
持
た
れ
た
こ
と
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き

こ。t
 史学
・
民
俗
学
部
会
で
は
、
医
王
山
麓
地
区
の
聞
き
取
り
調
査
、
神
社
仏
閣
や
石
造
物

の
現
地
調
査
等
が
精
力
的
に
行
な
わ
れ
た
。
調
査
委
員

・
調
査
協
力
員
の
調
査
回
数
は
延

ベ
一
四
一
回
、
そ
れ
に
関
連
し
た
人
数
は
一

、
二

0
0人
に
も
及
ん
だ
こ
と
が
そ
れ
を
裏

づ
け
る
と
思
う
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
各
地
区
の
方
々
が
非
常
に
好
意
を
も
っ
て

協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
実
質
二
年
間
で
こ
れ
だ
け
の
調
査
結
果
を

得
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
厚
い
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
「
医
王
」
は
そ
の
深
い
眠
り
か
ら

よ
う
や
く
目
覚
め
、
我
々
に
そ
の
歴
史
の
一
端
を
語
っ
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
本
報
告
書
の
監
修
者
を
心
よ
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
現
地
調
査

や
研
修
会
な
ど
に
精
力
的
に
御
参
加
い
た
だ
い
た
、
故
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
黒
田
俊
雄

先
生
、
旧
岩
木
村
の
歴
史
を
ま
と
め
ら
れ
「
荊
波
の
里
」
を
遺
し
て
逝
か
れ
た
調
査
委
員

故
斉
藤
信
一
氏
の
生
前
の
御
尽
力
に
感
謝
し
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
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四

、

調

査

を

実

施

す

る

に

当

た

り

、
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町

教
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委

員

会

教
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長

の

指

揮

の

も

と

に

、

調

査

委

員

会

事

務

局
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年

度

、
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図
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内

に

、

平

成

三

年

度

か

ら

は
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教
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委

員

会

振

興

課

に

お

き

、

石

川

県

教
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委

員

会

、

金

沢

市

教

育

委

員

会

並

び

に

富

山

県

教

育

委

員

会

の

協

力

を

得

て

、

調

査

委

員

会

を

編

成

し

た

。

五

、

調

査

委

員

会

の

編

成

は

、

次

の

と

お

り

で

あ

る

。
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）

歴

史

一

、

本

書

は

「

ふ

る

さ

と

創

生

事

業

」

の

一

環

と

し

て

実

施

し

た

、

霊

峰

医

王

山

の

歴

史

と

文

化

を

探

る

、

医

王

山

文

化

調

査

の

報

告

書

で

あ

る

。

二
、
調
査
は
、
平
成
ニ

・

三
•

四
年
度
の
三
か
年
に
亘
り
実
施
し
た
。

三

、

調

査

は

、

（

一

）

考

古

（

三

）

民

俗

の

三

部

門

に

わ

た

っ

て

行

っ

こ。t
 

JI 

大

山 田

例

ロ

富

山

考

古

学

会

会

員

福

光

町

文

化

財

保

護

委

員

福

光

町

文

化

財

保

護

委

員

福

光

町

文

化

財

保

護

委

員

元

福

光

町

史

編

纂

委

員

会

室

長

郷

土

古

文

書

調

査

員

八

郷

土

歴

史

調

査

員

昭

一

郷

土

歴

史

調

査

員

喜

八

郎

郷

土

歴

史

調

査

員

信

一

（

故

）

郷

土

歴

史

調

査

員

俊

雄

（

故

）

大

谷

大

学

文

学

部

教

授

喬

平

京

都

大

学

文

学

部

教

授

委

員

会

事

務

局

（

平

成

二

年

度

）

局

長

長

沢

局

得

地

定
島

監

JI 

黒斉

藤

II 

田

II 

藤

II II 
修

笠 加桃松斉

野村

ll 

田

正

郎寿雄

ガ

豊

田

II 

高

坂

昇立

II II 

堀往

制与

蔵

久

治雄

福

光

町

図

書

館

長

福

光

町

図

書

館

長

補

佐

福

光

町

図

書

館

管

理

係

長

福

光

町

図

書

館

主

任

福

光

町

図

書

館

庶

務

福

光

町

図

書

館

嘱

託

福

光

町

教

育

委

員

会

次

長

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

主

幹

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

課

長

補

佐

（

三

年

度

）

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

課

長

補

佐

（

四

年

度

）

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

主

事

（

四

年

度

）

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

庶

務

（

三

年

度

）

福

光

町

教

育

委

員

会

振

興

課

庶

務

（

四

年

度

）



豊桃
野

八

JI

加

藤

昭

七
、
本
書
の
分
担
別
執
筆
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章
医
王
山
文
化
調
査
の
足
跡

曰
調
査
の
経
緯

医
王
山
の
自
然

日

位

置

・
地
形

・
地
質

口

動

植

物

医
王
の
山
と
里
の
遺
跡
を
探
る

日
調
査
の
概
要

口
測
量
調
査
の
成
果
(

1

節
S
1
3
節）

第
二
章

第
一
章 II 

JJ II II 
ll 
JI II 

JI 

員

田

堀松往宮

村蔵本

与栄

一郎昇治

II II II 
JI 

往宮

蔵本

久西宇

々 井野井

久哲忠龍隆龍

雄郎義儀夫儀

医
王
の
山
と
里
の
歴
史
を
探
る

日
医
王
山
修
験
か
ら
里
の
修
験
ヘ

口
医
王
山
麓
に
お
け
る
真
宗
の
足
跡

口
医
王
山
麓
の
平
野
に
お
け
る
中
世
の
景
観

四
明
治
の
裁
判
絵
図
か
ら
み
た
石
黒
庄
弘
瀬
郷
郷
域

国
関
東
下
知
状
（
古
文
書
）
読
み
下
し

医
王
の
山
と
里
の
民
俗

日
医
王
山
麓
の
村
々
と
民
俗

ー
、
山
と
信
仰

2
、
山
と
く
ら
し

3
、
山
と
村

前笠前桃定

田 田 田 野村

烹
廣郎廣郎雄

八武

西

第
四
章

堀

与健

治二

金大

井

中

村

山 田

調
査
委
員
会
事
務
局

金草木

野場

静喬章顕明

香平裕之 志

第
三
章

斉

藤
田 村 田

”
 

久

II II 

久橋西

々

哲忠澄龍隆

吉雄郎義

II 

笠松斉竹宇橋定
佐
森美本村

前

廣

福

光

町

教

育

委

員

会

嘱

託

六
、
本
委
員
会
に
考
古
学
部
会
、
史
学

・
民
俗
学
部
会
を
設
置
し
た
。

考

古

学

部

会

史

学

・
民
俗
学
部
会

部

会

長

部

会

長

千

秋

副

部

会

長

副

部

会

長

坂

部

部

本井

夫儀

員

溝

ロ

信喜
八
一郎寿雄靖孝雄雄文

＾ 故ー`＇

宇宮

野本

隆

久

々

正

西

井

哲忠龍

夫郎義儀

四）

森

歳

高

宇 田

野

夫

芳武博制謙

(

1

節
⑥
）

(

l

節
m

)

医
王
山
の
山
岳
宗
教
遺
跡
の
構
造
と
沿
革

ー
、
医
王
山
の
平
坦
面

2
、
医
王
山
の
塚
と
石
組
に
つ
い
て

3
、
本
願
寺
派
の
拠
点
寺
院

4
、

結

び

邑

沢本蔵本

立

々

治

井

（三）

発
掘
調
査
の
成
果

(

2

節
田
）

(

2

節
閻

・
12
節
②
）

(

l

節
s

4
節）

往宮久西宇宮布

野 田 目

佐順久哲忠龍隆進順

亮雄郎義儀夫一郎



吉敏

（
富
山
県
文
化
課
副
主
幹
）

（
元
金
沢
大
学
薬
学
部
助
教
授
）

口
医
王
山
東
山
麓
の
堂
祠
と
信
仰

曰
医
王
山
山
岳
信
仰
伝
承
（
医
王
山
系
寺
院
調
査
）

四
医
王
山
麓
の
伝
承
地
名

因

医

王

山

を

め

ぐ

る

古

道

寿

因

福

光

町

の

中

世

石

造

遺

物

雄

囮

医

王

山

を

め

ぐ

る

伝

説

樽

谷

好

囚

医

王

山

と

登

山

松

村

寿

因

医

王

山

と

文

学

松

村

寿

八
、
本
書
の
編
纂
は
、
（
故
）
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
黒
田
俊
雄
氏
、
京
都
大
学
文
学
部
教

授
大
山
喬
平
氏
の
指
導
を
え
て
調
査
委
員
会
事
務
局
が
担
当
し
た
。

九
、
当
委
員
会
が
執
筆
を
依
頼
し
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

木

場

明

志

大

谷

大

学

文

学

部

助

教

授

金

田

章

裕

京

都

大

学

文

学

部

助

教

授

草

野

顕

之

大

谷

大

学

文

学

部

専

任

講

師

中

村

健

二

金

沢

大

学

理

学

部

先

任

技

術

専

門

職

員

森
沢
佐
歳
富
山
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
第
一
解
剖
学
助
教
授

邑

本

順

亮

高

岡

市

立

高

陵

中

学

校

校

長

金

井

静

香

京

都

大

学

大

学

院

史

学

研

究

科

尾

田

武

雄

北

陸

石

仏

の

会

事

務

局

員

樽

谷

雅

好

（

財

）

高

岡

市

民

文

化

振

興

事

業

団

理

事

布

目

順

郎

富

山

県

日

本

海

文

化

研

究

所

所

長

宮
田
進
一
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
課
係
長

+
、
本
調
査
委
員
会
に
対
し
、
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

岸

本

雅

木

村

久

尾松中

田

雅武 健博謙

二文

（
日
本
考
古
学
協
会
会
員
）

（
高
岡
法
科
大
学
教
授
）

（
富
山
県
立
富
山
高
校
教
諭
）

（
金
沢
大
学
理
学
部
助
教
授
）

（
北
陸
地
質
研
究
所
所
長
）

（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
員
）

（
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

（
石
川
県
教
育
委
員
会
文
化
課
課
長
補
佐
）

（
金
沢
市
郷
土
史
家
）

（
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
課
長
）

（
砺
波
市
郷
土
資
料
館
館
長
）

（
石
川
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

(
J
J
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
事
）

（
と
や
ま
歴
史
的
環
境
づ
く
り
研
究
会
代
表
）

（
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）

（
富
山
県
郷
土
博
物
館
館
長
）

富

正

（

富

山

大

学

人

文

学

部

教

授

）

長
谷
川
和
衛
（
富
山
民
俗
の
会
会
員
）

武
田
吉
三
郎
（
元
福
光
町
文
化
財
保
護
委
員
長
）

石

崎

俊

彦

（

元

福

光

町

立

福

光

図

書

館

長

）

な
お
、
本
文
中
、
参
考
文
献

・

資
料
提
供
•

そ
の
他
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高桃高

田 瀬野

弘保

岡

垣戸佐 湯

光幹安修
次

晃徹郎

真

夫一平

山

内澗伯尻岸

久

保
坪

井

谷
内
尾

村村

溝

ロ

共

晋

司 足康

野原保瀬

千

秋

治

舶木久楠京

清智義國

田

尚 良

夫昭文勝志



序

口

動

植

（一）

第
一
章 章 例

ー
、
医
王
山
の
生
物
生
存
の
環
境
的
要
因

m気象、②地
形

の

経

緯

：

．．．．．．
．．
．．
．．．．．

．．．．．
．．．．．

．．．．．

．．．．．

．．．．．
．．
．．．．．．．．
．．
 

医
王
山
の
自
然

位
置
、
地
形
、
地
質
：
．．．．．

．．．．

．．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

1
、
位
置
と
地
形
：
．．．

．．．．．．

．．．．．．．
．．．．．．．．

．．．

．．．．．
．．
．．．．．．．．．． 
；
 ．．．
．．．

．．．
 

2
、

地

質

：

．．．
．．
．．．．．

．．．
．．．．．

．．．．．
．．．．．

．．．
．．．．

．．．

．．．

．．．．．．．．．

．．．．． 

m医王山累層
、

切

砂

子

坂

凝

灰

質

砂

岩

泥

岩

互

層

、

国

土

山

凝

灰

岩

層

（

七

曲

凝

灰

岩

層

）

、

田

朝

ヶ

屋

泥

岩

層

、

固

蔵

原

砂

岩

層

、

固

高

窪

累

層

、

m大桑累層、
⑧

埴

生

層

（

卯

辰

山

層

）

、

⑨

戸

室

火

山

噴

出

物

、

岡

医

王

山

累

層

産

の

ヤ

シ

の

材

化

石

日

調

査
医
王
山
文
化
調
査
の
足
跡

百

は

じ

め

に

発

刊

に

あ

た

ヵ’ノ

．．．

．．．
．．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．

．．．．．．．

．．．．．．．．．．
．．
．．．．
．．
．．． 

っ

て

目

次

12 7
 

7
 
7
 

12 ー

（二） 日

調

査

第
二
章

2
、
生
物
か
ら
見
た
医
王
山
の
特
徴
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．
．．
．．
．．．
 

3
、

動

物

相

・・:
.................
..
......
........
....
..
.......
....
..
 
.
 

川

哺

乳

類

、

切

鳥

類

、

困

爬

虫

類

、

田

水

生

昆

虫

、

固

魚

類

、

固

昆

虫

類

、

m昆虫を一覧
し

て

4
、

植

物

相

：

．．．．．．．．．
．．
．．．．．

．．．．

．．．．

．．．．．．．．

．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

（

南

方

系

、

北

方

系

植

物

の

混

生

す

る

医

王

山

、

図

医

王

山

に

見

ら

れ

る

日

本

海

側

の

代

表

植

物

、

③

群

落

や

群

集

、

田

四

季

の

植

物

、

固

紅

葉

と

実

、

困

食

用

植

物

と

薬

用

植

物

5
、
文
化
調
査
地
と
植
物
：
．．．．．．．．．．

．．．．．

．．．．．．．
．．
．．．
．．．

．．．．．．．．．

．．．．．．． 

医
王
の
山
と
里
の
遺
跡
を
探
る

の

概

要

：

．．．．．．

．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．

．．．．．．
．．．．．． 

ー
、
調
査
の
目
的
と
方
法
：
・,
．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．． 

2
、

調

査

の

経

過

：
・：',
..
......
..
...
........
...
................... .
 

測
菫
調
査
の
成
果
：
・
・
…
…
…
…
…
…
・
;
.....
.....
......
....
..
.....
......
.
 
.
 

1
、

太

美

山

地

区

：

．．．．
．．．．． ;…•; 

.. ;…;•

••
………··:;:·: 

川

樋

瀬

戸

道

場

2
、
西

太

美

地

区

：
．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．． 

（

香

城

寺

遺

跡

、

②

古

宮

石

組

、

固

香

城

寺

ジ

ョ

ウ

ジ

ャ

畑

遺

跡

、

田

香

城

寺

惣

堂

遺

跡

、

固

ノ

マ

の

谷

遺

跡

、

困

有

縁

寺

跡

‘
m塚

経

塚

、

⑧

香

城

寺

御

坊

山

・

用

口

谷

平

坦

面

、

園

前

医

王

平

坦

面

、

叫

松

尾

寺

跡

、

仰

オ

オ

ク

ポ

惣

海

寺

跡

、

⑫

広

谷

八

坂

・

上

寺

跡

、

⑬

広

谷

行

者

窟

、

⑭

広

谷

御

坊

山

平

坦

面

、

個

グ

ン

ド

原

（

群

堂

ヶ

原

）

、

閥

香

山

寺

跡

、

仰

古

舘

神

明

社

跡

の

五

輪

塔

、

⑱

白

米

玉

座

、

⑲

宗

善

寺

遺

跡

、

⑳

シ

ョ

ウ

ゴ

ン

寺

遺

跡

・

オ

川

七

御

坊

山

、

仰

ハ

ク

ラ

ク

デ

ン

窯

跡

、

四

松

寺

永

福

寺

跡

・

ア

ミ

ダ

田

、

四

オ

川

城

跡

、

凶

古

舘

遺

跡

26 25 17 12 12 13 16 17 18 25 



11
、

吉

江（
高
宮
野
丹
保
遺
跡
、
②
仏
土
寺
跡

・
田
中
遺
跡

地

3
、
広
瀬
舘
地
区
・
・
・
・
・
:......................................
....... 
60 

1
丸
山

・
大
コ
バ
平
坦
面
、
閲
梨
木
平
、
固
矢
倉
畑
遺
跡
、
田
祖

谷
神
明
社
遺
跡
、
固
舘
白
山
遺
跡
、
困
舘
御
坊
山
の
平
坦
面
、

m

妙
敬
寺

・
柿
谷
寺
跡
、
⑧
広
瀬
城
跡
（
舘
城
山
）
、
⑨
フ
ジ
ガ
谷

・

日
野
々
の
平
坦
面
、
岡
小
坂
善
吹
谷
の
平
坦
面
、
仰
小
坂
狐
上
平

坦
面
、
四
三
千
坊
跡
、
⑬
千
手
堂
跡

4
、

広

瀬

地

区

：

・

：

..

...

...

...

......

..

..

....

..

......

.....

........ 
78 

川
若
宮
遺
跡
、
図
小
山
登
屋
尾
の
平
坦
面
、
切
山
本
経
塚
遺
構
群
、

田
法
林
寺
尾
の
平
坦
面
、
国
山
本
城
跡
、
固
梵
浄
寺
跡

5
、

石

黒

地

区

：

・：
....
.........
.........................
........ 
85 

1
覚
証
寺
跡
、
②
笹
塚
遺
構
群
、
①
妙
法
寺
跡

・
光
徳
寺
、
田
桑

山
城
跡

・
ジ
ゲ
寺
跡
、
国
最
勝
寺
跡

・
高
楯
城
跡
、
固
記
塚

・
荊

波
神
社
、

m愛
宕
社

・
諏
訪
社
跡
、
⑧
岩
木
窯
跡
群
、
⑨
岩
安
神

明
社
、
岡
石
黒
墳
墓
群

6
、
南
蟹
谷
地
区
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
；
：
・
：

101

m土
山
御
坊
跡
、
切
高
木
場
御
坊
跡
、
閲
安
養
寺
御
坊
跡

7
、

医

王

山

地

区

・・・
・・・
・・
・・
・・・
・・・・・
・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・

105

川
砂
子
坂
道
場
跡
、
切
奥
新
保
安
念
林
遺
跡
、
③
田
島
ヒ
ョ
ッ
ト

の
宮

・
ウ
ル
シ
パ
ラ
遺
跡
、
い
大
沼
周
辺
の
遺
構
、
固
奥
医
王
山

の
遺
構

・
遺
物

8
、

湯

涌

地
田
町
城
跡
、
四
東
町
遺
跡

・
福
神
山
城
跡

9
、

俵

地

区

：

．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．． 

m戸
室
山
遺
跡

10
、

東

太

美

地

区

：

．．．
．．．．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．．
．．．．．
．．．．． 

m是
ヶ
谷
池
遺
跡
、
切
土
生
新
経
塚
、
閲
次
郎
右
エ
門
堂
、
田
立

野
ヶ
原
の
遺
構

・
遺
物

区
：
・
,
．．．．
．．
．．．
．．．．
．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．
 

区
・
・
・
・
・
・・
・・・・
・・
・・・・・・
・・
・・
・・・
・・・
・・・・・
・・・・・・；：
．．．．．．． 

123 19 22 128 

（四） 国

12
、

北

山

田

地

区

：
．．．
．．
．．．．．

．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．
．．．
 

m宗
守
寺
屋
敷
遺
跡
、
四
梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
、
閲
真
教
寺
、
山
伝

田
屋
川
原
出
土
の
具
足
、
固
鍛
治
の
板
石
塔
婆

地

13
、

福

光m福
光
城
跡
の
五
輪
塔
、
切
善
徳
寺
掛
所
、
③
五
瀬
遺
跡

・
殿
舘

遺
跡

区

・:
..
......
....
.....
................
.....
...
..
.... 
.
 

発
掘
調
査
の
成
果
：
．．．
．．．．
．．．．．．．．．
．．．
．．．．．
．．．．．．
 
；
 ．．
．．．

．．．．．
．．．．．．．
．．
．．．．．．． 

1
、
香
城
寺
惣
堂
遺
跡
・
・
'
,
...
...
.....
......
....
....
.......
....
... 
.
 

川
遺
跡
の
立
地
、
切
発
掘
調
査
と
層
位
、
国
平
坦
面
と
各
遺
構
、

田
墳
延
、
固
遺
物
、
固
福
光
町
香
城
寺
惣
堂
遺
跡
石
組
等
の
石
質

に
つ
い
て
、

m香
城
寺
惣
堂
遺
跡
第
1
0
号
墓
蔵
骨
器
内
出
土
骨
に

つ
い
て
、
⑧
小
結

シ
ョ
ウ
ゴ
ン
寺
遺
跡
：
．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

田
遺
跡
の
立
地
、
図
層
位
、
固
平
坦
面
と
各
遺
構
、
田
遺
物
、
国

小
結

3
、

若

宮

跡

：

．．．．

．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．

．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．
．．．
 

川
遺
跡
の
立
地
、
図
平
坦
面
と
各
遺
構
、
国
遺
物
、
田
小
結

4
、
発
掘
調
査
の
ま
と
め
：
．．．．．
．．．．．
．．．
．．
．．．
．．
．．．
．．．．．．．
．．．．．

．．．
．．
．．
．．
．．
 

医
王
山
山
岳
宗
教
遺
跡
の
構
造
と
沿
革

ー
、
医
王
山
の
平
坦
面
・
,
....
...
..
.......
..
....
...
..
........
...
...
.....
..
 
.
 

川
は
じ
め
に
、
切
自
然
面
と
造
成
面
、
団
標
高
別
分
布
と
規
模
、

田
城
郭
と
真
宗
道
場
の
平
坦
面
、
国
医
王
山
山
岳
宗
教
関
係
の
平

坦
面
、
⑥
平
坦
面
の
造
成
時
期
、

mま
と
め

2
、
医
王
山
の
塚
と
石
組
に
つ
い
て
・
:
'
.....
...
..
.......
.......
..
..
.. 
.
 

m塚
と
石
組
の
概
要
、
切
塚
と
石
組
の
形
態
と
築
造
時
期
、
③
塚

と
石
組
の
性
格
に
つ
い
て
、
田
墓
・
経
塚
・
基
壇
築
造
の
背
景
、

固
ま
と
め

2 ヽ

遺

215 209 209 206 197 183 143 143 141 133 



（二）

第
三
章

3
、
本
願
寺
派
の
拠
点
寺
院
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．． 

（
個
々
の
寺
跡
の
概
要
、
切
ま
と
め

4
、

結

ヽ,
9

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ,
 .
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

医
王
の
山
と
里
の
歴
史
を
探
る

ー、

医
王
山
修
験
の
伝
統
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
：
；： 
．．．．
．．． 

田
医
王
山
修
験
の
伝
承
、
切
明
治
以
降
も
続
く
伝
統

2
、
医
王
山
修
験
の
歴
史
的
景
観
（
古
代

・
中
世
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

川
医
王
山
修
験
の
盛
衰
、
②
医
王
山
修
験
の
足
跡

3
、
里
の
修
験
へ
（
近
世
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

川
里
修
験
の
成
立
と
推
移
、
切
里
修
験
の
活
動

医
王
山
麓
に
お
け
る
真
宗
の
足
跡
：
．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．
．．
．．
．．
．．．．．．．．． 

ー
、
医
王
山
惣
海
寺
の
滅
亡
：
’
・・・・・
・・',
....
......
......
....... ,:
・:
',
 
.. 

m
『
闘
評
記
』
の
内
容
、
②
石
黒
軍
と
瑞
泉
寺
勢
の
衝
突
、
固
加

賀
山
湯
涌
谷
衆
の
急
襲
、
山
『
闘
評
記
』
の
書
き
込
み
、
国

『
闘

評
記
』
か
ら
見
ら
れ
る
文
明
十
三
年
越
中
一
向
一
揆
の
諸
問
題

2
、
瑞
泉
寺
の
諸
問
題
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．． 

川
瑞
泉
寺
の
建
立
、
切
瑞
泉
寺
の
展
開
、
国
本
泉
寺
の
別
立
、
田

瑞
泉
寺
の
性
格

3
、
本
泉
寺
の
諸
問
題
：
．．．．．．．．．．．．．．

．．．．
．．
．．．

．．．．．．．

．．．．．．．．．

．．．．．．．．．． 

川
本
泉
寺
の
建
立
と
展
開
、
切
本
泉
寺
の
寺
基
移
転
、
③
勝
如
尼

の
性
格

4
、
土
山
坊
（
勝
興
寺
）
の
諸
問
題
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

川
土
山
坊
の
成
立
と
展
開
、
図

『
反
古
裏
書
』
の
記
述
、
固
土
山

坊
の
性
格
、
田
ま
と
め

曰
医
王
山
修
験
か
ら
里
の
修
験
ヘ

224 235 243 243 248 257 268 268 271 274 276 

（四） に）

5
、
医
王
山
麓
の
真
宗
の
道
場
：
．．
．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．．．

．．
 

川
中
世
後
期
砺
波
郡
域
の
宗
教
状
況
、
切
大
谷

一
族
の
越
中
非
真

宗
寺
院
へ
の
入
寺
、
閲
医
王
山
惣
海
寺
系
寺
院
の
転
宗
伝
承
ー
宗

善
寺

・
永
福
寺
の
場
合
、
田
医
王
山
惣
海
寺
系
寺
院
の
転
宗
伝
承
ー

善
性
寺
の
場
合
、
固
他
地
域
の
転
宗
伝
承
を
も
つ
真
宗
寺
院
、
⑥

医
王
山
系
以
外
の
寺
院
か
ら
の
転
宗
伝
承
ー
高
宮
随
順
寺
の
場
合
、

m転
宗
伝
承
の
信
憑
性
、
⑧
中
世
後
期
村
落
真
宗
寺
院
の
一
様
相
ー

能
美
願
成
寺
の
場
合

6
、
結
び
ー
転
宗
の
契
機
と
文
明
十
三
年
越
中
一
向
一
揆
蜂
起
の
根
拠
：
・
：
・

医
王
山
麓
の
平
野
に
お
け
る
中
世
の
景
観
：
．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

1
、
古
代
の
砺
波
郡
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．

．．．．． 

2
、
砺
波
郡
の
条
里
プ
ラ
ン

3
、
石
黒
荘
弘
瀬
郷
の
開
拓
と
土
地
利
用
：
．．．

．．．．．．．．．．．．．

．．．．．
．．．．．．． 

4
、
屋
敷
の
分
布
と
遺
構
：
．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．

．．．．．．

．．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．
．．
 

明
治
の
裁
判
絵
図
か
ら
み
た
石
黒
庄
弘
瀬
郷
郷
域
：
．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．． 

ー
、
地
域
の
歴
史
的
景
観

・・'
..
...
...
...
...
....
.....
..
..
.....
.....
......
.
 
.
 

川
問
題
の
所
在
、
切
山
田
郷
、
閲
弘
瀬
郷

2
、
鎗
先
用
水
争
い
の
発
端
・
:
....
......
.......
...
....
......
....
..
....
.
 
.
 

川
争
い
の
原
形
ー
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
図
広
瀬
舘
と
小
山
の

争
い

ー
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
、
国
小
山
村
の
用
水
系
統

3
、
明
治
十
六
年
の
用
水
訴
訟
：
・
,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

川
事
件
の
経
過
、
図
伝
統
的
秩
序
の
解
体
過
程

4
、
近
世
の
歴
史
的
景
観
ー
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

5
、
柿
谷
寺
と
若
宮
ー
残
さ
れ
た
課
題

川
転
宗
の
契
機
、
図
蓮
如
の
教
説
ー

一
向
一
揆
蜂
起
の
根
拠

343 339 325 315 279 285 288 292 288 298 306 315 330 



（二） （一）

第
四
章 （五）

人

関
東
下
知
状
（
読
み
下
し
）

医
王
の
山
と
里
の
民
俗

医
王
山
麓
の
村
々
と
民
俗
：
；
•9
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

;

:

'

,
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

n日
：

．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．
．．
．．． 

'

ー

田
山
祭
り
、
切
山
行
き
、
閲
山
の
神
、
田
山
中
の
小
堂
や
石
仏
、

固
雨
乞
い
、
囮
山
で
の
忌
み
ご
と
、

m忌
ま
れ
て
い
る
場
所
、
⑧

妖
怪
、
園
天
候
の
予
知
、
岡
呪
い

2ヽ

山

と

く

ら

し

：

．．．．．．．．

．．．．．

．．．．

．．．．

．．．．
．．
．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．． 

m炭
焼
き
、
切
な
ぎ
畑
、
閲
製
紙
、
田
漆
、
固
石
切
り
、
⑥
薬
草
、

mか
く
せ
つ
、
⑧
水
力
発
電

3
、
寸木

l
 ............
...
.......
..........................
........ .
 

（
入
会
山
、
切
惣
山
、
閲
医
王
山
惣
山
管
理
申
合
事
項
、
田
山
割
、

固
山
火
事

医
王
山
の
山
麓
堂
祠
と
信
仰
：
；
．．．．．． 
；
 ．．． ;…•••………………·; 

.... 

ー
、
医
王
山
東
山
麓
の
堂
祠
概
観

：
．．．．．．

．．．．．．．

．．．．
．．
．．
．．．．．
．．
．．．

．．．．．． 

（
近
世
に
お
け
る
医
王
山
山
麓
の
堂
祠

2
、
時
宗
と
熊
野
信
仰
と
の
か
か
わ
り
：
．．
．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

川
時
宗
過
去
帳
と
吉
江
、
図
時
宗
と
熊
野
の
結
び
つ
き
、
閲
最
勝

寺
と
善
光
寺

・
善
光
寺
聖
と
砺
波
郡
、
田
近
世
の
時
宗
と
遊
行
上

3
、
立
山
権
現
の
出
開
帳
と
姥
尊

．．．．．
．．
．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．． 

4
、
富
士
権
現
と
寛
仁
寺
：
．．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．

．．．．．．

．．．
．．． 

5
、
砺
波
郡
に
多
い
諏
訪
社
・
・
・
・
・
・・
・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

と

ー

、

山

と

言
イ

385 383 379 355 355 362 372 376 376 383 346 

国 （四） に）

6
、
民
俗
信
仰
と
現
世
利
益

：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．
．．．． 

（
民
俗
信
仰
と
真
宗

7
、
福
光
町
域
に
お
け
る
近
世
堂
祠
の
規
模
：
．．．．．．．．．．．．

．．．

．．．．．．．
．．
．
 

医
王
山
山
岳
信
仰
伝
承
（
医
王
山
系
寺
院
調
査
）

医
王
山
麓
の
伝
承
地
名
：
．．．．．

．．．．．．．．

．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．． 

ー
、
地
名
は
伝
承
文
化
の
証
左
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．． 

2
、
小
名
に
多
い
当
字
：
．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．

．．．．．．

．．．
．．
．．．．
．．．
．．．．．． 

3

、

福

光

の

地

名

：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．
．．
 

川
産
物
に
因
む
地
名
、
②
祭
祀
に
ま
つ
わ
る
地
名
、
国
戦
乱
時
の

情
報
網
か
、
田
生
活
に
起
因
し
た
地
名
、
固
地
形
・
地
質
に
起
因

し
た
地
名
、
固
人
の
行
き
交
う
様
を
地
名
に
、

m人
の
名
も
地
名

と
し
て
、
⑧
動

・
植
物
に
因
ん
だ
地
名
、
⑨
ほ
の
か
な
温
も
り
を

も
つ
地
名
、
岡
そ
の
他
の
地
名
、
仰
人
母
の
地
名

4
、
医
王
山
周
辺
の
小
名
図
：
．．．．．．．

．．．．．．．．．

．．．．

．．．．

．．．．．
．．．．
．．．．．．．．．． 

5

、

金

沢

の

地

名

：

．．．
．．．．．

．．．．．
．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

6
、
「
谷
」
は
地
元
の
発
音
で

・・；
．．．
．．
．．．．． 
；
…
・
；
…
…
;
…
…
…
・
:
 

7
、
漢
字
の
解
釈
は
怖
い
：
．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．
．．
．．．

．．．
 

8
、
古
文
書
に
よ
る
医
王
山
東
麓
の
地
名
（
福
光
町
史
未
集
録
分
）

医
王
山
を
め
ぐ
る
古
道
：
・
・
'
,
.. 
,
 
..... 

l
、
朴
坂
越
え
（
お
こ
谷
越
え
、
小
又
越
え
、
二
俣
街
道
）

2
、
横
根
越
え
（
横
根
坂
峠
、
中
根
峠
、
横
谷
峠
）

．．．．．．．． 
；
…
；
：
・
 

3

、

白

は

げ

越

え

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．
．．．．

．．．．．．．．．．

．．．． 

4
、
か
っ
坂
越
え
（
か
す
坂
越
え
、
か
れ
谷
越
え
）

5
、
釜
中
越
え

（
鎌
中
越
え
）

385 392 402 403 406 405 414 415 416 413 411 407 406 406 402 402 387 



（九） （八） （七） 因

4
、

大

衆

の

ー
、
登

2
、
登
山
者
の
出
現

ヽ
3
 

山

以

福
光
町
の
中
世
石
造
遺
物
：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
·
:

1
、
宝

2

、

五

苓

：

．．．．．．．．．．．

．．．．

．．．．．

．．．．
．．
．．．．．．．．．

．．．
．．．．
．．
．．．．．．
．．
．．． 

3
、
板
石
塔
婆
（
板
碑
）

．．
．．
．．．
．．
．．．

．．．．．．
．．．．．．．
．．．

．．．．

．．．．．．．．

．．．．．．．
．
 

4

石

仕

：

；

．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．
．．．．．．．．．

．．．
．．．．
．．
．．．．．．．．．．．．．．．． 

5
、
岩
安
の
弥
勒
石
仏
：
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
,............
..
.. 
.
 

↓
全
口

．．．
．．．．

．．．．．
．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．

．．．．．．．．．．．

．．．．．．．

．．
 

t
 

医
王
山
を
め
ぐ
る
伝
説
：
．．．．

．．．．．．

．．．．
．．
．．
．．．．

．．．

．．．．．．．．．．．．．

．．．．

．．．．．．．．．． 

ー
、
信
仰
の
原
点
ー
自
然
と
怪
異

m温
泉
と
医
王
、
②
白
山

・
立
山

・
修
験
道
、
固
正
月
の
奇
瑞
、

田
竜
神
の
末
裔
た
ち

2

、
歴
史
の
彩
り
ー

来
訪
者
た
ち
：

＇
，
：
＇
，
＇
，•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
99
9
9
99
9
9
9
9
9
9
9
9
•9
9
9
,

m泰
澄
、
切
弘
法
、
固
蓮
如
、
④
平
家
物
語
の
落
人
た
ち
、
固
佐
々

成
政
、
固
そ
の
他

医
王
山
と
登
山

：
．．
．．
．．．

．．．．．
．．
．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

輪医

印

"

"

J

 

1

月

：
．．．．．．

．．．．．．．．．
．．
．．
．．．
．．．
．．
．．．．．．．．．．．

．．．．．．．

．．．．． 

ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
山
：
．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．． 

：
 ．．．
．．
．．
．．．
．．
．．．．．．．．．．． 

l
 ..........
...........
.......
...........
........... .
 

医
王
山
と
文
学
：
．．．

．．．．．．
．．．
．．．．．．．

．．．．．．．．

．．．．．．
．．
．．．．．．．．
．．
．．．．．． 

440 436 438 437 436 436 

ー

、

泉

鏡

花

「

薬

草

取

」

4

4

0

2
、
室
生
犀
星
「
醤
王
山
」
そ
の
ほ
か
：
・
：
・
・
:
'
,
......
....
.......... 
441 

3
、
深
田
久
弥
「
わ
が
山
山
」
：
・
：
・
,
......
......
.....
..
.. 
,
 
...... 
442 

4
、
石
崎
光
瑶
「
越
中
国
医
王
山
に
遊
ぶ
記
」

・・',
..
.....
...
......
.... 
442 

431 428 418 426 419 419 419 418 428 

医
王
山
文
化
調
査
協
力
者
名
簿

あ

と

が

き
5
、
小
川
友
親
「
医
王
山
に
登
る
の
記
」

6、

漢

詩

：

・

：'
,..
 
,',',
;
', 
..
....
....
.. 
,
 
...
.
 

;…

•;…………·: 

7、

短
歌

・
俳
句
：
・
：
',...
.....
..............
..
 
,
 
.....
..
..
...... ,
 
... 
,
 
... 
,. 

8

そ

廿

・

:

'

,

.. 
,', 
..
 
,:',
',
., 
......
.....
.....
.
 
,
 
....... ,
 
......... .
 

医
王
山
文
化
調
査
を
終
え
て
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．
．．．．．．
．．．
．．
．．．．．．．．．
．．
．．
 

の

444 443 443 443 445 




